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Abstract 

Two species of the genus Hydrovatus Motschulsky, 1853— H. onigiri Watanabe & Biström, 2022 and H. 

stridulus Biström, 1997—were collected from a pond in Nikaho City, Akita Prefecture, northern Honshu, 

Japan. Two species were found sympatrically in a pond characterized by rich emergent vegetation and humic 

bottom sediments. Their coexistence in this habitat, where exotic species such as Procambarus clarkii and 

Micropterus nigricans were also observed, suggests that Hydrovatus populations in this pond are potentially 

vulnerable. Continuous monitoring of the habitat is recommended for conservation purposes. 

  
Key words: Insecta; Hydroporinae; Hydrovatus stridulus; Hydrovatus onigiri; the foot of Mt. Chokai; Akita 

Prefecture; sympatric; pond; emergent plant 

 

緒言 

マ ル ケ シ ゲ ン ゴ ロ ウ 属  Hydrovatus 

Motschulsky, 1853（以下、マルケシ属と記載）は

ゲンゴロウ科 Dytiscidae に属し、短卵または円

形に近似する体型をした体長 1.6–5.3 mm の小

型種で主に構成される（森・北山 2002; Miller and 

Bergsten 2016; 渡部 2016）。国内からはこれま

でに 10 種が記録されており（中島ら 2020; 

Watanabe and Biström 2022）、近年の研究の進展

により複数の隠蔽種の存在が明らかになって

いる。従来、日本でマルケシゲンゴロウ H. 

subtilis Sharp, 1882（以下、マルケシと記載）と

されていた種には、標本の再検討により、サメ

ハダマルケシゲンゴロウ H. stridulus Biström, 

1997（以下、サメハダと記載）、チュウガタマ

ルケシゲンゴロウ H. remotus Biström & 

Watanabe, 2017（以下、チュウガタと記載）、オ

ニギリマルケシゲンゴロウ H. onigiri Watanabe 

& Biström, 2022（以下、オニギリと記載）の 3 種

が含まれる事が明らかにされている（上手・渡

部 2025）。 

マルケシ属は主にため池や水田、湿地等を生

息環境とするが（中島ら 2020）、近年はこうし

た環境の消失や水質汚染等による生息条件の
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悪化により、本属各種は減少が懸念されており、

国内から記録されている種の半数以上が「環境

省版レッドリスト 2020」（環境省自然環境局野

生生物課希少種保全推進室 2020）および多くの

都府県版レッドデータブックにそれぞれ掲載

されている（NPO 法人 野生生物調査協会・NPO

法人 Envision 環境保全事務所 online）。また、

現在の選定ランクはマルケシの分類学的な再

検討がおこなわれる以前の評価であることか

ら、特に本州で最近記録されたサメハダとオニ

ギリの両種は、絶滅危惧種としての評価が変動

する可能性が指摘されており（渡部 2016; 澤田

ら 2022）、正確な分布状況の解明は急務となっ

ている。 

東北地方ではマルケシ属の記録は極めて少

なく、近年まで福島県から 1 種が記録されてい

るのみであった。阿部（1990）は福島県から“コ

マルケシゲンゴロウ Hydrovatus subtilis Sharp”

を記録したが、和名と学名とで指す種が異なっ

ている。吉井ら（2015）は、この記録を引用し、

福島県のゲンゴロウ科のリストにコマルケシ

ゲンゴロウを含めている。しかしながら、記録

された標本を収蔵する神奈川県立生命の星・地

球博物館の目録によると、この標本は“マルケ

シゲンゴロウ H. subtilis Sharp, 1882”として掲載

されていることから（神奈川県立博物館 1995）、

実際に福島県で採集されたのはマルケシが含

まれる H. confertus 種群に属する種である可能

性が高い。また、最近秋田県北部の男鹿市でサ

メハダが発見された（細見 2026）。 

著者らは秋田県南部においてオニギリとサ

メハダの生息を確認した。オニギリは東北地方

未記録であることから、東北地方初記録かつ、

本種の分布北限を更新する採集記録となる。サ

メハダは細見（2026）が記録した場所から大き

く離れているため、両種の分布記録としてここ

に報告する。 

 

材料および方法 

採集調査は、2025 年 9 月および 10 月に秋田

県南部に位置するにかほ市の水域 1 地点で、手

網（網目 0.4 mm）を用いて行った。調査地では、

同所的に希少種の生息を確認していることか

ら、採集圧を考慮して、本研究では地名を市単

位までの標記にとどめ、詳細は伏せた。 

採集個体は持ち帰り、70 %エタノール水溶液

で固定し、種同定後に乾燥標本を作製した。本

研究に用いた標本は、秋田県立博物館の昆虫標

本資料（AKPM-I）として登録した。なお、標本

に付属したラベルには詳細な地名情報を記載

した。 

生息環境の参考として、採集地点において水

温を温度テスターHI98509（ハンナインスツル

メンツ製）にて測定した。 

 

結果 

節足動物門 Phylum Arthropoda 

昆虫綱 Class Insecta 

コウチュウ目 Order Coleoptera 

ゲンゴロウ科 Family Dytiscidae 

オニギリマルケシゲンゴロウ 

Hydrovatus onigiri Watanabe & Biström, 2022 

（Fig. 1） 

 

標本 AKPM-I 52250–52252、1 雄 2 雌、秋田県

にかほ市、2025 年 9 月 12 日、内田大貴採集；

AKPM-I 52301–52310、4 雄 6 雌、同所、2025 年

10 月 17 日、高野季樹採集 

 

形態学的特徴と同定 上記 13 標本は前胸腹板

突起が丸みを帯びた三角形であること、雄触角

の幅が 4–6 節で広がること、雄腹面の隆起線列

の発達が弱いこと、雄交尾器中央片の先端背面

が丸みを帯びた三角形になる点などが、

Watanabe and Biström（2022）に記載されたオニ

ギリの標徴と一致したため、本種と同定された。 

 

分布 本種は、日本国内のみに分布し、本州（新

潟、石川、栃木、愛知、三重、和歌山、滋賀、

大阪、兵庫、岡山、広島、島根、山口）、四国（香

川、愛媛、高知）、九州（福岡、佐賀、長崎、熊

本、大分、宮崎）、上甑島、対馬、種子島から 
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Fig. 1. Hydrovatus onigiri Watanabe & Biström, 2022 (A, Dorsal view, Scale bar: 1 mm; B, 

Prosternal process; C, View of penis apex). 

Fig. 2. Hydrovatus stridulus Biström, 1997 (A, Dorsal view, Scale bar: 1 mm; B, Prosternal process; 

C, View of penis apex). 
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Fig. 3. Collection site on Akita Prefecture. 

記録されている（Watanabe and Biström 2022; 井

上ら 2022; 村上 2023; 三宅 2023; 築島 2023; 

渡辺ら 2024; Koshikawa et al. 2025; 内田ら 2025）。

今回の記録は、本種の秋田県初記録であると同

時に、東北地方での初記録かつ、分布北限・東

限となる。 

 

サメハダマルケシゲンゴロウ 

Hydrovatus stridulus Biström, 1997 

（Fig. 2） 

 

標本 AKPM-I 52249、1 雄、秋田県にかほ市、

2025年9月12日、内田大貴採集；AKPM-I 52297–

52300、4 雄、同所、2025 年 10 月 17 日、高野季

樹採集 

 

形態学的特徴と同定 上記 5標本は前胸腹板突

起が凸型、雄触角の幅が 5–8 節で広がること、

上翅の光沢が弱く網状印刻が顕著であること、

雄交尾器中央片の先端背面が丸みを帯びた四

角型である点などが、Biström（1997）や Biström 

and Watanabe（2017）、稲畑（2016）、渡部（2016）、

中島ら（2020）に記載されたサメハダの標徴と

一致したため、本種と同定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布 本種は、国内では本州（秋田、栃木、群

馬、茨城、埼玉、千葉、静岡、富山、石川、福

井、愛知、滋賀、兵庫、岡山、島根）、九州（熊

本）、南西諸島（奄美大島、徳之島、伊平屋島、

沖縄島、座間味島、久米島、池間島、宮古島、

石垣島、小浜島、西表島、与那国島）、国外では

台湾、タイ、マレーシア、シンガポール、ラオ

スから記録されている（Biström 1997; Brancucci 

and Biström 2013; 稲畑 2016; 渡部 2016; 渡部ら

2016, 2022; 渡部・保科 2016; 戸田 2017; 吉村・

渡部 2017; 末長ら 2017; 亀澤・渡部 2018; 仲田

2018; 司村 2018; 井上・渡部 2018; 佐野ら 2019; 

林 2020; Watanabe et al. 2018, 2020; 澤田ら 2022; 

中村ら 2023; 森 2024; 村上 2024; 加藤・渡部

2023, 2025; Koshikawa et al. 2025; 細見 2026）。

秋田県では、これまでに北部の男鹿市のみで記

録されており（細見 2026）、今回の記録は県内

2 例目となる。 

 

2 種の生息環境 オニギリおよびサメハダの両

種が採集された環境はため池（Fig. 3）であり、

海域から直線距離で 2 km 圏内の沿岸部に位置

し、採集地点における池の水深は約 90 cm であ

った。池底は枯死木や枯葉などの腐植質が堆積 
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した状態であった。池の大部分に浮葉植物が繁

茂し、岸際は抽水植物が根をせり出すような形

で生育して一部が浮島状となっていた。採集地

点の水温は 2025 年 9 月 12 日が 26.4 °C、2025

年 10 月 17 日が 20.4 °C であった。両種は同所

的に確認されており、特に浮島状になった抽水

植物群落の根塊内とその下部から多くが採集

された。同所的にコツブゲンゴロウ Noterus 

japonicus Sharp, 1873、キベリクロヒメゲンゴロ

ウ Ilybius apicalis Sharp, 1873、ルイスツブゲン

ゴロウ Laccophilus lewisius Sharp, 1873、タマガ

ムシ Amphiops mater Sharp, 1873 などが確認され

た。なお、水域内では特定外来生物に指定され

ている甲殻類のアメリカザリガニ Procambarus 

clarkii (Girard, 1852) や、魚類のオオクチバス

Micropterus nigricans Cuvier, 1828 も多数確認さ

れた。 

 

考察 

本研究ではオニギリとサメハダが同所的に

確認された。マルケシ属の複数種が混生する事

例はいくつか知られているが、H. confertus 種群

に属する複数種が同所で確認されるのは、国内

では南西諸島以南に限られていた。すなわち、

南西諸島に分布するチュウガタとサメハダの

混生である（例えば、稲畑 2016; Biström and 

Watanabe 2017）。九州以北では、サメハダとオ

オマルケシゲンゴロウH. bonvouloiri Sharp, 1882

（H. oblongipennis 種群）、オニギリとチビマル

ケシゲンゴロウ H. pumilus Sharp, 1882（H. 

pumilus 種群）のように種群が異なる複数種の混

生事例は存在するものの（例えば、末長ら 2017; 

秋田ら 2024; 内山ら 2024; 渡辺ら 2024）、とも

に H. confertus 種群に属するオニギリとサメハ

ダの混生が確認されたのは、今回が初めてであ

る。 

オニギリとサメハダが好む生息微環境は未

解明であるが、これまでの報告によると、オニ

ギリは植物が豊富で水質が良好な池沼の岸際

や休耕田などの浅い湿地で確認されている（廣

渡ら 2024）。一方、サメハダは植物が豊富な浅

い水田等の湿地環境に加えて、ため池などの水

深の深い場所でも確認されている（稲畑 2016; 

中島ら 2020; 長谷川ら 2020）。特に本州では池

などの十分な水量を有し、安定した箇所での生

息が多く報告されている（例えば、渡部・保科

2016; 末長ら 2017; 佐野ら 2019; 澤田ら 2022; 

内山ら 2024; 内田ら 2025）。したがって、既知

研究に則れば、オニギリとサメハダは両種が分

布する九州以北において選好する環境が異な

る可能性があり、棲み分けにより同所的には得

られにくいと考えられる。本研究における両種

の確認水域は、巨視的にみると水量の安定した

水深が深いため池に区分されるが、両種が得ら

れた地点を微視的に見ると、岸際より浮島状に

せり出した植物の根塊から水面までの水深は

約 10 cm 前後のため、これは浅い湿地とも見な

せる。両種の選好する環境要素は依然として不

明であるものの、このような多様な微環境を含

む事により、両種が同所で観察されたものと考

察される。2025 年の調査ではオニギリがサメハ

ダよりも多く確認されたことから、現状ではオ

ニギリの好む要素が多く、この混生が一時的な

ものなのか、継続的に両種が混生しうるのかを

明らかにするためには、近隣を含めた継続的な

調査が必要である。 

これまでに筆者らは秋田県にかほ市周辺の

止水域を中心とした網羅的な水生昆虫調査を

実施しているが、マルケシ属が採集されたのは

本研究の 1 地点のみである（内田大貴・岩田泰

幸・高野季樹 未発表データ）。東北地方におけ

るマルケシ属は、これまでも福島県いわき市と

秋田県男鹿市で得られた記録のみ（阿部 1990;

細見 2026 ）であることも踏まえると、東北地

方全体ではオニギリとサメハダのみならず、マ

ルケシ属自体の生息数が少なく、生息地が局所

的であると考えられる。一方、当地ではオオク

チバスやアメリカザリガニなど水生昆虫類の

生息に悪影響を及ぼす外来生物（西原 2007; 苅

部・西原 2011）が調査時に多数確認されており、

本調査地におけるマルケシ属 2種の生息は予断

を許さない状況にある。このため、保全的視点
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からも、生息状況の継続的なモニタリングと外

来種等の影響による生息環境の動向への注視、

防除対策の検討が求められる。 
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